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                        運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                           委   員  横 山 鐵 男（部会長） 
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                           委   員  石 川 敏 行 

 

事故種類 沈没 

発生日時 不明（平成２２年１月２９日 ００時００分ごろ～１１時０８分ごろの

間） 

発生場所 北海道白糠
しらぬか

町白糠漁港沖 釧路白糠港南防波堤灯台から真方位１７５°１

４.７海里（Ｍ）付近 

（概位 北緯４２°４２.５′ 東経１４４°０６.７′） 

事故調査の経過  平成２２年２月１日、本事故の調査を担当する主管調査官（函館事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者としての船長からの意見聴取は、本人が本事故で死亡したた

め行わなかった。 

 事実情報 

 船種船名、総トン数 幸福
こうふく

丸、９.７トン 漁船 第八

 ＨＫ２－１９８２７（漁船登録番号）、個人所有  船舶番号、船舶所有者等 

 １４.０９ｍ（Lr）×３.４８ｍ×１.１０ｍ、ＦＲＰ  Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 ディーゼル機関、漁船法馬力数１２０、昭和５８年４月５日  機関、出力、進水等 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ５６歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免 許 登 録 日 昭和５３年３月３１日 

  免許証交付日 平成１７年８月１６日 

         （平成２３年７月１７日まで有効） 

甲板員Ａ 男性 ６６歳 

甲板員Ｂ 男性 ５５歳 

 死傷者等 死亡 ３人（船長、甲板員Ａ及び甲板員Ｂ） 

 損傷 全損 

 事故の経過  本船は、船長ほか甲板員２人が乗り組み、白糠漁港の南方沖の漁場にお

いて、僚船７隻と共にたら刺し網漁に従事していたが、西南西風が増勢し

て僚船７隻が帰航したのちも操業を続け、平成２２年１月２９日００時０

０分ごろ、同漁港に入航直前の僚船と無線交信し、「間もなく揚網作業が終

わる」と伝えた。 

 

 僚船７隻は、その後、海況がやや回復したため、再度、上記漁場に戻っ

たが、本船が見当たらず、無線での呼びかけにも応答がないことから、０

７時４０分ごろ、所属する漁業協同組合経由で海上保安庁に通報した。 

 本船は、１１時０８分ごろ釧路白糠港南防波堤灯台から真方位１７５°

１４.７Ｍ付近の水深約１９０ｍの海底で、捜索中の僚船の魚群探知機によ

り沈船らしき映像として発見され、後日、サルベージ会社の水中カメラに

より、船名等が確認された。 
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 船長は平成２２年７月２５日に、甲板員Ａは同年９月２日に、白糠町沖

の海中からいずれも遺体で発見され、溺水による窒息死と検案された。甲

板員Ｂは、発見されず、後日死亡認定により除籍された。 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 西南西、風力 ５、視界 良好 

海象：波向 西南西、波高 約２ｍ、海水温度 約２℃ 

 その他の事項 本船は、復原性能に問題はなかった。 

本船では、平成１８年１月から４月の時期において、操業中に救命胴衣

を着用することはなかった。 

本船は、僚船が操業を見合わせる荒天下においても操業することがあっ

た。 

 捜索により回収された本船の漂流物は、主に漁具類であり、本船の損傷

を示す船体の破片等は発見されなかった。 

本船の引き揚げ作業は実施されなかった。 

不明 分析 乗組員等の関与 

不明 船体・機関等の関与 

不明 気象・海象の関与 

 本船は、西南西風が増勢して僚船が帰航する状

況下、操業を続けていたものと考えられる。 

判明した事項の解析 

 本船は、白糠漁港南方沖で操業中、平成２２年

１月２９日００時００分ごろ僚船と揚網作業を終

了する旨の無線交信をし、１１時０８分ごろ同沖

で沈船らしき映像として発見されたことから、こ

の間において、沈没したものと考えられる。 

 本船は、操業中又は帰航中に沈没したものと考

えられるが、その状況を明らかにすることはでき

なかった。 

 船長及び乗組員Ａの死因は、溺水による窒息死

であった。 

原因  本事故は、夜間、西南西風が増勢する状況下、本船が、白糠漁港南方沖

で操業中又は同漁港に向けて帰航中、沈没したことにより発生したものと

考えられる。 
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